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1 はじめに
近年,多種多様な SNSがあり，個人や組織, 団体に

幅広く定着している．総務省の平成 27年度版の情報
通信白書 [1]によると, 身近な友人や知人との日常的な
おしゃべりにおけるコミュニケーション手段は，対面
での会話が 57.1%，LINEや Facebook，Twitter等で
の SNSでのテキストのやりとりの総計が 16.8%，電子
メールが 16.2%, 電話が 9.3%, 手紙が 0.3% であった．
SNSは対面での会話に次いで日常的な対話のツールと
して利用されていると言える．これら SNS上でのやり
とりはほぼテキストベースによるもので，対話を盛り
上げるために画像投稿も可能だが，自身で撮影した画
像探索に手間がかかる．そこで本研究では，SNSにお
ける対話中に関連画像を自動的に表示することで，グ
ループでの対話活性化を目指す．
先行研究として「TV視聴によりライフログ情報の

検索表示を可能とするマルチスクリーン連携技術 [2]が
ある．この研究では,クラウド上の蓄積ライフログの振
返りを目的とした情報可視化の試みを背景としている．
上述の背景と先行研究より,本稿ではPhoTopicChat

の実装と評価について述べる．

2 研究の目的とアプローチ
本稿では，グループでの対話を盛り上げることを目

的として，対話との関連性が高く話題性のある画像を
自動的に表示するシステムを提案する．まず，複数人
で SNS 上でテキストによる対話をする．次に，シス
テムが会話中の主題を入手し，Web検索や自身の蓄積
データから対話と関連の深い画像やメンバ共通の思い
出画像をスクリーン上へ表示する．メンバは表示画像
から話題の材料を見出すことで，会話を膨らませるこ
とへつなげることができる．以上のアプローチを踏ま
えて次段に実現へ向けた想定利用シーンを示す．

3 想定利用シーンと実装における課題
利用シーンとしては次のような 2つのグループと対

話概要を想定している．まず，家族のグループとして，
家族旅行や外出の話題において地名や名所，名物等の
キーワードを含む．それから，学生時代の同期のグルー
プとして，学校行事や部活動の話題において地名や施
設名，学校行事等のキーワードを含む．このようなキー
ワードと関連した画像を対話時に表示することで対話
を活性化したい．このようなことを可能にするシステ
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ムを構築，実装する上で，一般的に以下の課題が挙げ
られる．

1. グループでの対話活性化につながる，対話に応じ
た適当な画像選択を実現する設計

2. 対話シーンに沿うスクリーン上への取得画像の表
示設計

4 システム概要
提案手法のシステム概要を図 1に示す．

　

図 1: システム概要

本システムの構成要素は 1⃝ SNSにおけるグループ対
話の取得， 2⃝対話内容の解析， 3⃝解析内容に基づく関
連画像検索， 4⃝検索画像の取得， 5⃝取得画像の表示で
ある．まず，Twitterによりグループ内で対話がなされ，
連携サーバが 1⃝で Twitter4J[3]を利用してメンバのタ
イムラインを取得する．連携サーバは， 2⃝でMeCab[4]
により形態素解析し，取得タイムラインから対話内容
を分析し，対話中のキーワードを抽出する．ここで，デ
フォルトの IPA辞書をシステム辞書とし，それに加え
て，固有語句抽出のためにWikipediaのタイトルリス
ト，はてなキーワード，mecab-ipadic-neologdから生
成した固有辞書 4つをユーザ辞書として利用し，また
リアルタイムに取得した Yahoo急上昇ワード [5]も参
照する． 3⃝では抽出キーワードをタグ情報とし，Flickr
API[6]の”flickr.photos.search”メソッドにより関連
画像を検索する． 4⃝で連携サーバが Flickrから検索し
た画像の URLを取得する．最後に， 5⃝で連携サーバ
が取得画像群をスクリーンへ表示する．
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5 実験
画像表示の有無による SNS上の対話の様子を比較し

た．対話グループは，同期関係（グループ 1，大学院
生 6名），先輩・後輩関係（グループ 2，大学院・大学
生 5名），同趣味関係（グループ 3，大学院生 2名），
家族関係（グループ 4，1家族 5名）の 4つ設けた．グ
ループ毎に実験期間を定め，日時で画像表示の有無を
切り替えた．表示画像は Flickr公開画像と Google検
索画像の 2つとし，家族のグループのみメンバのプラ
イベート画像を加えた 3つとした．またプライベート
画像は Flickr上へアップロードして利用し，紐づけの
ために画像のタグ情報をMeCabのユーザ辞書として
加えた．連携サーバには Tomcat8.0を用い，システム
構成要素のでは画像表示にWebSocket通信を利用して
ブラウザ上へ表示させた．
評価について，まず，表示画像を話題のきっかけと

して対話数が変動することを考え，画像表示の有無に
よる SNSにおける対話数を調査した．また，提案手法
の実用性や有効性の観点での評価のために被験者への
アンケート調査を行った．

6 結果
表 1ではグループ 1,2,3について 1会話における平

均リプライ数，表 2ではグループ 4について実験期間
（計 18時間）中の対話数総計をまとめた．ここで 1会
話とは，あるツイートとそれに対するリプライツイー
トの間隔が 10分以内であるツイート群とし，1会話に
おける平均リプライ数とは，ツイート群中のツイート
数の平均したものである．また，図 2は被験者による
「Q1.システムの利用によって対話活性化したか」「Q2.
総じて話題と画像との関連度はどうであったか」「Q3.
対話時に本システムを利用したいか」の 3項目の評価
である．

表 1: 1会話の平均リプライ数

対話グループ 画像表示あり/回 画像表示なし/回
1：同期関係 2.50 (23.0) 0.00 (1.00)
2：先輩・後輩関係 2.00 (43.0) 0.00 (29.0)
3：同趣味関係 7.00 (20.0) 8.00 (10.0)

※ ()内は取得ツイート数の合計

表 2: ツイートによる対話数の総計

対話グループ 画像表示あり/回 画像表示なし/回
4：家族関係 521 19

　

図 2: 被験者によるアンケート評価

7 考察
表 2より，画像表示を行った場合の総対話増加は表

示を行わない場合の約 27.4倍となっており，提案手法
による対話数増加の効果が確認できた．一方，表 1の
1会話における平均対話数では，どのグループも合計
ツイート数に占めるリプライ数が少なく，そもそもツ
イートによる対話が為され難かったと推測する．ただ，
各グループで取得ツイート中に表示画像を話題とした
ものがみられ，上述 2番目の課題に関して対話と連動
させたリアルタイム性の高い画像表示設計が実現でき
た. また，図 2 の Q2 より画像の関連度について評価
5が 8%だが，Q1の対話活性化の実感として評価 5が
38%と 4倍以上であったことから，1番目の課題に関
して話題に対し予想外の画像も対話支援に有効と考え
られる．
利用画像について比較すると，Flickr 公開画像と

Google画像の検索ヒット率の平均が各 7々0%と 100%と
なっており，レスポンスとしては Google画像が高い．
画像内容に関しては，Google ではより一般的な画像
が取得された一方，Flickrではユーザのプライベート
な内容のものが取得されたことから，実験のグループ
4のようにメンバ共通のプライベート画像の利用でグ
ループ固有の話題につながる画像表示ができると考え
られる．

8 おわりに
ここまで”PhoTopicChat”のシステム構築と実験及

び考察を通して，提案手法によりグループの対話が活
性化される可能性があると分かった．これらを踏まえ
今後の展望として，画像参照中のグループでの対話を
より容易にするために，利用 SNS環境の見直しと表示
画像の履歴参照を取り入れたシステムの再設計を考え
ている．また，対話中の話題とリンクする物事の関連
情報をより広範囲から探索するために LOD技術を利
用することで，さらに対話支援に有効な話題連動画像
表示システムを目指す．
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